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令和 8 年度京都大学特色入試 

文学部用 

学 び の 設 計 書 

（志望理由書）

フリガナ

志願者氏名 

※必ず全ページを片面印刷して提出してください。

志願者自身が黒のペン又はボールペンを用いて自筆で記入してください。（パソコン等で作成

したものは不可）。 

京都大学文学部に入学してどのようなことを学びたいか、日本語 1,500字以内で「学びの設計

書」としてまとめなさい。ただし、設計書をまとめるにあたっては、以下の指示に従いなさい。 

【１】設計書に題名をつけなさい（10 字～30字）。 

【２】設計書の本文には、以下の（ａ）から（ｃ）の項目をすべて何らかの形で含めなさい。 

（ａ）何を学びたいか、なぜそれに興味を持ったか。 

（ｂ）具体的にどのように学んでいきたいか。  

（ｃ）学んだことを、将来どう生かしていきたいか。 
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